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研究成果の概要（和文）：本研究は、モザンビークを対象とし、カリキュラム改訂プロセスにおける教育の内発
的発展の要素を抽出し、理論化することを試みた。モザンビークの2021年の初等数学カリキュラム内容を整理
し、カリキュラム改訂に係る会議の議事録から、議論の内容及びその基となる資料を分析した。さらに、カリキ
ュラム改訂に関わったメンバーにインタビューを実施した。その結果、カリキュラム開発の適切な内発的発展を
促進させるための鍵となる要素として、カリキュラム改訂に関わる技官の「教科内容に関する知識」、「教員・
子どもおよび教育現場の理解」、「適切なデータの活用」という３つが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study focused on Mozambique and attempted to identify and theorize the 
elements of endogenous educational development in the curriculum revision process. The content of 
the 2021 primary mathematics curriculum in Mozambique was organized, and the minutes from the 
meetings related to the curriculum revision were analyzed for the discussion content and the 
underlying materials. Furthermore, interviews were conducted with members involved in the curriculum
 revision. As a result, three key elements were suggested to promote appropriate endogenous 
development of curriculum development: the "knowledge of subject content" by the technical officers 
involved in the curriculum revision, the "understanding of teachers, children, and the schools," and
 the "utilization of appropriate data."

研究分野： 数学教育

キーワード： 内発的発展　算数・数学カリキュラム開発　教育借用　ローカルナレッジ　数学カリキュラム改訂　モ
ザンビーク
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研究成果の学術的意義や社会的意義
多くの開発途上国が、 SDGsゴール4で謳われている教育の質の向上に向け、カリキュラム改革に取り組んでい
る。しかしながら、特に算数・数学教育では、 学習内容の普遍性を理由に、世界の潮流を模倣する改訂がなさ
れ、それらが機能しないという状況がある。その問題に対し、モザンビークを事例とし、カリキュラム改訂過程
を整理し、関係者にインタビューを行うことにより、カリキュラム開発過程における適切な内発的発展を促進す
るための鍵となる要素を抽出したことが、本研究の学術的な意義である。さらに、同様の課題を抱える他の国々
における適切なカリキュラム改訂に関する示唆にもなりえるという点において社会的な意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
多くの開発途上国が, SDGs ゴール 4 で謳われている教育の質の向上に向け、カリキュラム改革
に取り組んでいる。算数・数学教育では, 学習内容の普遍性を理由に自国の社会文化的状況を考
慮せず、世界の潮流をただ模倣する形でのカリキュラム改訂がなされる傾向があり、それらは総
じてうまく機能していない。ここで鍵となるのが，教育の内発的発展である。各国が教育を自ら
内発的に発展させていくことは、教育の質の向上に向け、本質的な課題であるといえる。教育の
内発的発展に関しては、これまでに様々な視点で研究がなされているが、カリキュラム(プロダ
クト)に関する比較研究は一定程度行われてきたものの，先述の課題に直結する，カリキュラム
改訂過程（プロセス）に着目した研究はほとんどなされていない。教育の内発的発展を促進する
ためには、開発・改訂されたカリキュラムなどのプロダクトに加え、カリキュラム改訂や実施の
プロセスの詳細を分析、考察することが必要不可欠である。本研究は，モザンビークを対象とし、
算数・数学のカリキュラム改訂及びその実施段階において、教育の内発的発展につながる要素を
抽出して分析し、一連のカリキュラム改訂プロセスにおける教育の内発的発展を理論化するこ
とを試みた。 
 
２．研究の目的 
本研究は算数・数学のカリキュラム改訂及びその実施段階の詳細を明らかにし、教育の内発的発
展につながる要素を抽出して分析することにより、カリキュラム改訂から実施までの一連のプ
ロセスにおける教育の内発的発展を理論化することであった。カリキュラムの実施においては、
各学校に内容の選定から実施まですべてが任されているローカルカリキュラムという授業枠組
みを対象とすることとした。本研究の目的を達成するために２つの課題を設定して取り組んだ。 
(1) モザンビークのカリキュラム改訂過程における教育の内発的発展に寄与する要素について

明らかにする。 
(2) モザンビークの数学教育のローカルカリキュラムの実施における困難性及び可能性を明ら

かにする。 
 
３．研究の方法 
本研究の目的を達成するにあたり、以下の方法で研究を行った。 
(1) 課題１に対する方法 
モザンビークのカリキュラム改訂過程の詳細を明らかにし、改訂プロセスで参照された資料の
分析を行った。さらに、2015 年のカリキュラム改訂において中心的な役割を果たした職員にイ
ンタビューを２回実施した。その結果を SCAT(Steps for Coding and Theorization)法で分析
し、教育の内発的発展に寄与する要素を抽出した。 
 
(2) 課題２に対する方法 
まず、ローカルカリキュラムに関するカリキュラム文書を分析し、カリキュラムとして規定され
ている内容を整理した。次に、モザンビーク教育省のカリキュラム開発者、校長、教員に半構造
化インタビューを実施し、そのインタビューの言語データを修正版グラウンデッド・セオリー・
アプローチ（M-GTA）により分析した。 
 
４．研究成果 
(1) 課題１に対する成果 
カリキュラム改訂過程及びそこで参照された資料、さらにカリキュラム改訂関係者へのインタ
ビュー結果の分析を通して、カリキュラム開発の適切な内発的発展を促進させるための鍵とし
て主に 3つの要素が明らかとなった。一つ目は、カリキュラム改訂に関わる技官の「教科内容に
関する知識」である。カリキュラム改訂における学習内容の配列に関する議論において、他国の
専門家が、高学年では、整数およびその四則計算は４年生辺りで終了し、小数、分数へと学習内
容を広げていく必要性について、十進位取り記数法を基礎とした数学の教科内容およびその系
統性、さらに小学校の学習内容全体を見通した学習内容の配分という観点から指摘したところ、
それらに関して理解はしたが、整数およびその四則計算を６年生まで含めるという従来のもの
を踏襲することを主張した。それは、これまでの慣習からの思い込みであるところが大きいこと
が推察された。二つ目は、「教員・子どもおよび教育現場の理解」である。SACMEQ の結果やコン
ピテンシーに基づく教育改革などのカリキュラム改訂における世界の潮流を参照しながらも、
それらをただ無条件に取り入れることはせず、INDE が実施する子どもへの学力テストや教育関
係の様々なステークホルダーへのインタビューなどを実施し、それらの知見と経験を基に改訂
が進められていることが明らかとなった。三つめは、「適切なデータの活用」である。カリキュ
ラム改訂に参加した技官へのインタビューから、前回の改訂から 10 年間蓄積されたデータを基
にカリキュラム改訂が進められていることが裏付けられた。さらに、保護者や学校関係者へのア
ンケートを実施し、その結果がカリキュラム改訂に大きな影響を与えており、自分たちで蓄積し



たデータを利用し、さまざまな分野の関係者とモザンビークの社会について議論しながらカリ
キュラムを改訂していることが明らかとなった。 
 
(2) 課題 2に対する成果 
モザンビーク教育省のカリキュラム開発者、校長、教員へのインタビューを修正版グラウンデッ
ド・セオリー・アプローチ（M-GTA）により分析した結果、実施に係る困難性とそれらの改善に
向けた示唆を得ることができた。インタビューした教育関係者全員が、コミュニティの伝統文化
の喪失に対する危機感を感じ、在地の知の継承を目的の一つとするローカルカリキュラムの必
要性および重要性について認識していた。他方で、その実施において、コミュニティの課題に対
する意識の低下やコミュニティの協力者の減少という課題が明らかとなった。数学科における
実践に関してはどの教員も困難を抱えていた。その背景として、数学は普遍で学校教育のみで教
えられるものという固定観念や、数学に関する在地の知の価値を見出せていないことが伺えた。
他方で、ローカルカリキュラムを行っているという意識はなくても、ローカル言語での数の数え
方やコミュニティに伝わる数学のゲームを教えることなどを通して実践している場合も存在し
た。数学科におけるローカルカリキュラムをさらに活性化させるためには、自身の文化において、
失われつつある数学もしくは眠っている数学を顕在化させ、教材化し、実践例を蓄積していくこ
とが必要であることが示唆された。 
 
本研究は、モザンビークを例とした一つの事例研究であるが、本研究でおこなった一連の考察

は、教育の内発的発展に関する研究において十分参考になるものであり、さらには同様の問題を
抱える他のアフリカ諸国における適切なカリキュラム改訂に関する示唆にもなりえるという点
において、社会的な意義がある。 
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